
 

 

 

             

加太地区運動会 たくさんの応援をありがとうございました 

さわやかな秋晴れのもと、１０月１２日に加太地区運動会が開催されました。運動会では、子どもたち一人一人

の頑張りが競技や演技に表れ、成長を感じることができました。みんなと力を合わせたり喜び合ったりする楽しさ

や全力で取り組んだ後に感じる達成感、保護者や祖父母の皆様と一緒にできる喜び、全力で競技をする中学生

や大学生の偉大さなど、子どもたちそれぞれが感じたことがこれからの成長に大きな影響を与えることと思いま

す。 

保護者や地域の皆様には、運動会の準備や後片付けなど、大変お世話になりました。改めて感謝申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

運動会をふり返って 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加太小学校だより 
http://www.kameyama-mie.jp/kblog/kabuto/ 

 

令和６年 

１０月１７日 

№１４ 
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【３年生】 

・親子リレーは、３位で悲しかったけど、親も子ど

もも楽しいと思ったからえがおが多いと思いまし

た。 

・玉入れでは、じいじといっしょにやって、じいじ

が「がんばろう。じいじもがんばるぞ。」と、言っ

てくれたのがとてもうれしかったし、私もがんば

ろうと思いました。 

【４年生】 

・つな引きのとき、みんなが足でストップをかけて

いたから勝てた。みんなのおかげで勝てた。みん

な協力したから勝てたんだ。 

・ソーランでみんなで協力してがんばれてうれしか

ったです。「みんなで協力加太っ子」の目標を達成

させられたなと思いました。 

【６年生】 

・リレーが抜かしたり抜かされたりと、すごく白熱したので楽しかったです。 

・ソーランの踊り方やバトンのもらい方などを教えることができてよかった。負けて悔しかったけど、最後の

運動会でみんなと一緒にできてよかった。 

・最後の運動会でソーランの決めポーズや司会、ラジオ体操をしっかり低学年の見本となるように頑張りまし

た。 

・綱引きは力いっぱい引っ張れたし、リレーは次の人にバトンをつなげられたし、ソーランは声をしっかり出

すことができました。今度は中学校の体育祭を頑張りたいです。 

【１年生】 

・ほんきをだしてかったのがうれしかったです。う

んどうかいでじぶんのあしがはやくなったとおも

います。 

・がんばったことは、ソーランです。たくさんれん

しゅうをして、ほんばんはうまくできました。２

ねんせいになってもうまくやりたいです。たのし

いうんどうかいでした。 

【２年生】 

・まけてくやしかったけど、２年生だからまだ４回

もうんどう会があるのでかってみたいです。みん

なときょう力してかってみたいです。 

・体育の時間、ブレンドリレーはまけていたけど、

業間と昼休みにブレンドリレーの練習をしたら、

うんどう会前の金曜日で勝って、うんどう会でも

勝てたのでうれしかったです。 
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第２回学校運営協議会が行われました 
  第２回学校運営協議会役員会が９月２７日に、第２回学校運営協議会が１０月４日に行われ、委員の方

から次のような意見が出されました。 

【挨拶について】 

  ・声が小さく、元気のない子が多い。 

  ・４月に比べるとたどたどしさはなくなってきたが、バス停や学童でも挨拶されてから言う子が多い。 

  ・元気な子どももいれば、うつむいている子どももいる。挨拶は、基本。 

これからも続けてほしい。 

  ・意識させるとできるが、忘れている場合もある。習慣づけたい。 

・挨拶する場面が広がっていくとよい。 

 

【後片付けについて】 

  ・家の様子を見ていると、以前に比べてよくなってきた。片付けは、大人になっても必要なものである。 

  ・子どもができることでも、大人がしていることがないだろうか。準備や後片付けなど、子どもができるこ 

とは、子どもにさせていくことが大切である。 

 

【メディアコントロール週間について】 

  ・メディアコントロール週間の取組を行うことで、子どもたちは、外遊びやお手伝い、読書などメディア以

外に時間を使うことができるようになってきていると感じる。 

  ・メディアコントロール週間時に子どもと一緒に大人もやってみるのも良い。一度思い切ってやめると、習

慣化するものだ。 

・メディアの使用時間増加は、健康面から考えてもよくない。視力は落ちていないだろうか。 

  ・メディアの使い方は、社会の問題となっている。電車の中でも、多くの大人が、スマホを使用している。大

人も使用しているのに小学生に言うのは難しいと思う。 

  ・保護者も意識していくことが必要である。 

・メディアと切り離すことはできないが、ルールは必要である。家庭で話し合い、家庭教育の中で進めても 

らうことが大切である。 

  ・小さい子どもにスマホで動画を見せると、子どもはそれに夢中になる。それが習慣化していくと、いずれ

依存していくことにつながる。 

  ・専門の人の意見を聞いて、自分を見つめ直していくことも大切である。 

  ・その時だけにならないように自分で律する力、コントロールする力が必要である。やり続けていけばプラ

スの方向にいくのではないか。 

 

【読書について】 

・以前より読書をする人が少なくなってきていると言われている。 

・読んだ本を紹介するなど、互いに共有することで、読書の幅を広げていってほしい。 

 

【保幼少連携について】 

  ・加太保育園と加太小学校は、１年を通じて密な関わり合いがあり、より良い関係にある。今後、小学校入

学にあたって、スムーズに小学校生活が送れるように、アプローチカリキュラムを進めていく。 

 

 


